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令和 5年	 神奈川県議会	 第 1回定例会	 厚生常任委員会	

	

令和 5年 3月 10 日	

意見発表	

西村委員	

	 私は、公明党神奈川県議会議員団を代表し、本委員会に付託された定県第１

号議案はじめ諸議案に、賛成の立場から意見発表を行います。	

	 まず、妊孕性温存治療費助成についてです。本県は国に先立ち、妊孕性温存

治療費の助成事業を始めましたが、このほど助成の対象に、温存後生殖補助医

療も含まれることになりました。今後は、かなおふねっとを活用するなどして、

医療機関や患者、また患者家族へのさらなる周知を広げ、助成制度を活用され

る方がさらに増えるよう働きかけをお願いいたします。	

	 また、卵子・精子の凍結保存は、その費用を患者が負担できなくなったとき、

倫理上、病院としても勝手に廃棄することが、はばかられると考えます。現在、

助成の対象となっていない凍結更新費用を県の助成対象に加えたり、国に対し

助成を求めるなど、施策の拡充に努められますよう要望します。	

	 次に、低出生体重児支援事業費について申し上げます。間もなく完成する、

かながわリトルベビーハンドブックの配布とともに、市町村の保健師等に対す

る支援者研修が実施されるということです。他県でもハンドブック完成に合わ

せ、同様の研修会が開催されています。北海道では、ハンドブックの作成を要

望されていた当事者団体の方による発言の時間があり、低出生体重児の母親の

心情などが吐露され、理解と共感が広がったと伺っています。本県でも、当事

者目線の低出生体重児とその家族の支援を展開されますよう要望します。	

	 次に、リハビリテーションロボット普及推進事業費についてです。来年度は、

さらなる筋電義手の普及促進が図られるということです。訓練にかかる費用を

懸念しておりましたが、訓練用の筋電義手は、筋電義手バンクを活用しオーダ

ーメードで作られ、無償で利用できること、また、リハビリにかかる費用は、

３割負担の場合で初診時 1,970 円、再診時 1,330 円、子供の場合は、対象年齢

であれば、お住まいの市町村の小児医療費無償制度が活用でき、対象者は無償

で訓練を受けられるとのことです。３月中には、普及啓発のための動画も公開

予定ということですが、費用負担が少なく、利用しやすいことも周知されるよ

う求めておきます。	

	 次に、県立がんセンターにおけるゲノム医療について申し上げます。今定例

会での我が会派の代表質問に対し、知事からは最新のゲノム医療検査を３月か

ら実施するという答弁を頂きました。血液検体による検査であるガーダント３

６０ＲＵＯは、細胞診での検査より患者負担が少ないだけでなく、これまでに

二、三か月かかっていた判定が 10 日ほどで判明することから、期待が寄せられ

ているところです。現在は保険適用外ではありますが、将来的には保険適用や

低廉化が図れるよう、国に働きかけるなどして取り組まれることを要望します。	

	 次に、共生社会の実現に向けたメタバースの活用についてです。令和４年第

２回定例会一般質問での我が会派の提案を受け、令和５年度予算案にはメタバ

ースを活用した２つの事業が計上されています。ひきこもりの方の居場所づく
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りと、障害者アートを活用したメタバース美術館です。	

メタバースを生きづらさの改善につなげようとするこれらの２つの事業に期待

をしているところですが、メタバースはまだ発展途上の新たなテクノロジーで

す。対象者が安心して参加できるような配慮をお願いいたします。	

	 次に、子どもの権利擁護センターについてです。我が会派は、令和４年 10 月

の決算特別委員会で、子供の権利擁護について質問し、仮称子どもアドボカシ

ーセンターの設置を提案いたしました。これを受け、令和５年度当初予算案に

は、子どもの権利擁護センター事業費が計上されています。子供の意見が尊重

され、その権利が守られることは当然のこととして認識されなければなりませ

ん。子どもの権利擁護センターを設置し、県が率先して子供の権利擁護に取り

組まれることを要望します。	

	 次に、恋カナ！プロジェクトについてです。結婚は個人の価値観に関わる問

題であり、個人の自由な選択が最優先ではありますが、婚姻件数が減少し、少

子化につながることも危惧されています。県では、令和５年度から結婚を希望

する人を支援する恋カナ！プロジェクト事業を拡充し、市町村と連携して展開

していくとのことです。婚活イベントの開催により、県内地域に若い人が訪れ、

地域のイベントもにぎわい、参加者が神奈川の新たな魅力を発信してくだされ

ば、まさに地域の活性化にもつながると考えます。一方、県が実施する事業だ

からこそ、安全性の担保が必要です。検討、配慮されますよう要望します。	

	 最後に、長らく県民の健康と福祉の向上に努められた橋本福祉子どもみらい

局長と医務監に敬意を表し、感謝を申し上げます。	

	 以上、意見、要望を申し上げ、当委員会に付託されている全ての議案に賛成

いたします。	


